
て、劇団四季での活動などを経て多くの努力と苦労を重ね
ながらキャリアを積み、このほど「誓いのコイン」のオー
ディションに見事合格したのです。
　きゃしゃな体に強い意志をもつサチ。その純粋な思いと
切なさを心を込めて演じる佐伯さん。作品のテーマ「心の
国境を越えたい。力ではなく愛の力で」が、歌声とともに
　　　　　　　　　　　力強く伝わってきます。　
　　　　　　　　　　　　佐伯さんは、かつて羨望のまな
　　　　　　　　　　　ざしで見つめた舞台のスポットラ
　　　　　　　　　　　イトの中、観劇機会の少ないふる
　　　　　　　　　　　さとの子どもたちに、本作を通じ
　　　　　　　　　　　てあの日の自身のような感動体験
　　　　　　　　　　　をしてほしいと願っています。
　　　　　　　　　　　（「誓いのコイン」は、３月中旬
ま　　　　　　　　　　までの上演予定となっています）
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花いっぱい  緑あふれるまちづくりを…
　　　　　　　　　　～ 地域に根差した花づくり教室 ～

　美しい花や緑のある風景は、私たちの目を楽しませ潤い
や安らぎを与えてくれます。特に最近では、夏場における
緑のカーテンによる節電効果など、植物の新たな活用法も
注目を集めています。
　市民と行政が一体となって緑あふれるまちづくりを推進
しようと、昭和60年に発足した「東予地域緑を守り育てる
会（松木忠司会長）」は、花壇コンクールや生垣設置奨励
補助、東予運動公園での記念植樹活動などのさまざまな緑
化普及事業に取り組んできました。
　先ごろも丹原高校園芸科学科の浅原先生を講師に迎え、
寄せ植えをテーマとした花づくり教室を開催したところで
す。同校の飯尾先生や生徒の皆さんにもご協力をいただき

参加者は趣向を凝らした色鮮やかな多肉植物の寄せ植えを
完成させました。当日の補佐役を担当した生徒からは「教
室に参加して、地域の皆さんに喜んでいただけたことを嬉
しく感じた」との声や、また「楽しく有意義な体験だった。
ぜひ来年も参加したい」などの
参加者からの感想も聞かれまし
た。
　「東予地域緑を守り育てる会」
では、こうした花づくり教室の
ほかに、東予地域文化祭やボラ
ンティアフェスティバル等での
緑化啓発活動も行っています。
花や緑あふれるまちづくりに、
皆さんのいっそうのご協力をお
願いします。

最近では、収穫した椿の種から搾った椿油を利用した化粧
品や石けん等の商品化についても模索しています。
　そうした活動の中でも最大の催しは、毎年３月の第１土
・日曜日に石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館・椿ハ
ウスを会場に開催される「椿一輪展」で、県内外から２千
人を超える来場者でにぎわっています。「会員が丹精を込
めて育てた椿を持ち寄りますが、今年は特に市内で生まれ
た椿の展示に力を入れることにしています。また、青竹に
一輪の椿や鉢物も多くの品種を展示します。可憐なヤブ椿
やワビスケ、優美な羽衣や唐椿などをご鑑賞ください。当
日は会場に赤いジャンパーを着た会員がいますので、椿の
名前や育て方など何でも気軽にお声掛けください」と黒川
会長。
　篤山椿など地元の椿を中心に苗木の販売や、抹茶での接
待の用意もしてお待ちしています。お誘い合わせのうえ、
ぜひお出かけください。

可憐で優美な 早春の「椿一輪展」
　　　 　　　　　　　　　　　～ 愛媛・小松つばき会 ～

　藩政時代から育まれた椿を愛好する気風が今に伝わり、
一輪の花に魅せられた市内在住の25人で組織する「小松つ
ばき会（黒川雅子会長）」。会員は、椿の巨木を各所に訪
　　　　　　　　　　　　　　ねたり、当市で生まれた種
　　　　　　　　　　　　　　類を挿し木や接ぎ木で増や
　　　　　　　　　　　　　　したりして「西条の椿」を
　　　　　　　　　　　　　　全国に発信するとともに、
　　　　　　　　　　　　　　小松中央公園で取り組まれ
　　　　　　　　　　　　　　ている「椿」・千年の森づ
　　　　　　　　　　　　　　くり事業に協力するなど、
　　　　　　　　　　　　　　市内の椿を守り育てる活動
　　　　　　　　　　　　　　を展開しています。さらに

あの日見た夢のステージに　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　～ 舞台女優に駆けた青春 ～

　東温市にある「坊ちゃん劇場」で上演中のミュージカル
「誓いのコイン」。松山城二之丸跡の井戸から平成22年に
見つかった一枚の古いコインにまつわる実話より創作され
た物語で、日露戦争時下の松山市を舞台に、捕虜となった
ロシア人青年将校ニコライと日本人篤志看護師サチが織り
成す、愛と青春のストーリーが深い感動を呼んでいます。
　この舞台でヒロインのサチ役を演じているのが、丹原町
出身の佐伯静香さんです。幼くして舞台女優の道に進むこ
とを決意した佐伯さんは、小学校低学年の時に観たミュー
ジカルに衝撃的な感銘を受け、その後大阪で単身の中学校
生活を送りながら本格的に歌やダンスのレッスンに励むな
ど、夢の実現に向けてひたむきに頑張り続けました。そし

丹原高校園芸科学科の皆さんの指
導のもと開催された花づくり教室
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